
明
治
・
大
正
時
代
に
活
躍
し
た

衆
議
院
議
員

初
見
八
郎

初
見
八
郎
氏
は
沼
影
の
豪

農
、
初
見
吉
左
衛
門
家
の
四
男

月

日(

月
曜
日)

か
ら
申
請
の
受

助
成
内
容

と
し
て
生
ま
れ
た
。
日
本
が
二

10

11

付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

【
助
成
対
象
】

百
六
十
五
年
続
い
た
徳
川
幕
府

以
下
の
概
要
を
確
認
し
、
助
成
金
の

令
和
３
年

月
１
か
ら
令
和
４
年
３
月

時
代
に
別
れ
を
告
げ
、
明
治
近

10

対
象
に
該
当
す
る
方
は
、
必
要
書
類

日
ま
で
に
行
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

代
国
家
に
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ

31

な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
検
査
の
過
程
で
医
師
が
介
在
す
る
検

あ
る
頃
で
あ
っ
た
。

申
請
書
兼
請
求
書
に
つ
い
て
は
準

査
に
限
り
ま
す
。検
査
キ
ッ
ト
の
購
入

初
見
八
郎
氏
は
「
こ
れ
か
ら
の
近
世
国

備
が
整
い
次
第
、
古
河
市
Ｈ
Ｐ
に
掲

な
ど
は
対
象
外
で
す
。

家
の
担
い
手
に
な
る
」
と
い
う
大
き
な
野

載
さ
れ
ま
す
。

※
抗
原(

定
量
・
定
性):

検
査
は
対
象
外
で

望
を
抱
き
、
当
時
日
本
を
代
表
す
る
思
想

濃
厚
接
触
者
と
の
接
触
や
、
後
日

す
。

家
で
あ
り
自
由
民
権
運
動
を
推
し
進
め
て

陽
性
者
が
発
覚
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参

※
保
険
診
療
に
よ
る
検
査
は
対
象
外
で

い
た
中
江
兆
民
の
門
を
叩
き
、
門
下
生
と

加
し
て
い
た
な
ど
、
発
熱
等
の
自
覚

す
。

な
っ
た
。
そ
こ
で
漢
学
、
仏
学
を
学
び
習

症
状
は
な
く
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

【
助
成
金
等
】

得
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
と
な
っ
た
。

八
俣
小
学
校
学
区
内
の
皆
様
へ

染
症
へ
の
感
染
疑
い
の
不
安
を
抱
え

助
成
金
額
・
検
査
費
用
か
ら
２
千
円
を

更
に
、
中
江
の
進
言
に
よ
り
政
治
ジ
ャ

第
二
十
三
回
「
新
春
ふ
き
の
芽
一
座
公
演
・
住
民
オ
ン
ス
テ
―
ジ
」
開
催

る
方
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
自
費
で
受

差
し
引
い
た
金
額
で
、
上
限
２
万
円

ー
ナ
リ
ス
ト
の
道
を
歩
み
「
政
治
を
司
る

中
止
の
ご
案
内

け
た
場
合
の
検
査
費
用
の
一
部
が
助

助
成
回
数
・
一
人
一
回

者
、
政
治
は
民
の
も
の
で
あ
れ
」
と
い
う

成
さ
れ
ま
す
。

助
成
方
法
・
償
還
払
い(

受
検
者
が
医
療

中
江
の
訓
導
の
下
、
氏
の
推
薦
を
受
け
衆

秋
令
の
侯
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

対
象
者

機
関
に
検
査
費
用
を
支
払
っ
た
後
、

議
院
議
員
に
立
候
補
し
当
選
し
た
。

日
ご
ろ
よ
り
、
八
俣
ふ
き
の
芽
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
日
及
び
助
成

古
河
市
に
申
請)

そ
の
後
、
四
期
政
治
活
動
を
全
う
。
そ

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

金
を
申
請

【
申
請
方
法
】

の
積
極
的
か
つ
精
力
的
な
活
動
の
最
中
に

さ
て
、
毎
年
恒
例
の
新
春
ふ
き
の
芽
一
座
公
演
・
住
民
オ
ン
ス
テ
―
ジ
を

す
る
日
に
お

以
下
の
必
要
書
類
を
健
康
づ
く
り
課

日
本
の
資
本
主
義
経
済
の
生
み
の
親
、
渋

令
和
四
年
三
月
六
日
に
開
催
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

い
て
、
古
河

宛
て
に
郵
送
に
よ
る
申
請

沢
栄
一
氏
と
出
会
い
、
渋
沢
が
開
設
し
た

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
年
度
も
中
止
す
る
こ
と
に
決
定
さ
せ

市
に
住
民
登

必
要
書
類

銀
行
の
役
員
の
一
人
に
名
を
連
ね
る
な
ど

て
頂
き
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
の
開
催
に
向
け
、
皆
様
に
参
加
し

録
を
し
て
い

・
申
請
書
兼
請
求
書

各
方
面
で
活
躍
し
た
。

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

る
方
。

・
領
収
書(

原
本)

尚
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
時
代
に
発

き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
診
療
明
細
書(

原
本)

刊
さ
れ
た
著
書
「
従
政
意
見
」
は
現
在
で

八
俣
ふ
き
の
芽
会
は
、
心
豊
か
で
安
ら
げ
る
「
子
供
た
ち
に
、
日
本
一
の

・
振
込
先
金
融
機
関
口
座
確
認
書
類

も
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
保
存

ふ
る
さ
と
を
！
」
を
合
言
葉
に
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

(

通
帳
や
キ
ャ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー)

さ
れ
て
い
る
。(

１
８
６
１
～
１
９
３
０)

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
十
分
な
健
康
管
理
を
行
い
ご
自
愛
く
だ
さ
い

沼
影
の
初
見
家
は
昭
和
二
十
年
代
の
Ｇ

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｈ
Ｑ
改
革
政
策
時
、
土
地
所
有
面
積
二
百

令
和
三
年
十
月
吉
日

古
河
市
健
康
づ
く
り
課

四
十
三
町
歩
で
茨
城
県
内
で
上
位
三
番
目

八
俣
ふ
き
の
芽
会

電
話
番
号

0280

４
８

６
８
８
２

で
あ
っ
た
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
二
大
改
革
政
策
、

会
長

小
林

浩
二

0280

４
８

６
８
８
３

(

財
閥
解
体
と
農
地
解
放)

に
よ
り
そ
の
殆

Ｆ
Ａ
Ｘ

0280

４
８

６
８
７
６

ど
を
失
う
こ
と
に
・
・
・
。

第
二
次
大
戦
中
、
国
策
と
し
て
名
崎
送

信
所
に
次
い
で
通
商
、
国
防
、
外
交
の
見

地
か
ら
新
た
な
送
信
所
建
設
が
急
務
と
な

り
諸
条
件
を
満
た
し
た
八
俣
地
区
が
建
設

候
補
地
と
し
て
浮
上
。
国
際
電
信
電
話

(

株)

は
時
の
初
見
家
当
主
、
初
見
謙
助
氏

(

東
京
帝
国
大
学
卒)

に
建
設
委
員
長
就
任

を
要
請
し
快
諾
を
得
た
。

初
見
謙
助
氏
は
建
設
予
定
地
の
地
権
者

の
皆
さ
ん
に
対
し
、
国
の
現
状
、
建
設
に

よ
る
国
家
の
利
益
性
を
説
明
す
る
と
供
に

国
に
対
し
細
部
に
わ
た
る
地
権
者
の
要
望

等
を
伝
え
双
方
の
調
和
と
調
整
を
図
り
紆

余
曲
折
を
経
て
建
設
の
運
び
と
な
っ
た
。

初
見
氏
の
手
腕
は
今
な
お
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。

初
見
家
、
八
郎
氏
、
謙
助
氏
の
国
の
未

来
、
地
域
の
未
来
、
人
々
の
未
来
を
案
じ

た
誠
実
な
行
動
は
地
域
の
誇
り
で
あ
り
範

で
あ
る
。

古
河
歴
史
博
物
館

委
員

忍
田
直
哉
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「ふきの芽」は毎月下旬に八俣小学校区、約2,500世帯に配布されます

ふ き の 芽

ふ
き
の
芽

お彼岸を迎えた9月19日、きらめき湖の
畔に真っ赤な彼岸花が咲いていた。
彼岸の頃に咲くことから「ヒガンバナ」

と呼ばれ八俣地区でも水田の畦や道端に
ハッとするような鮮やかな色と形で「お
彼岸」の到来を告げてくれている。
別名「曼珠沙華」(マンジュウシャゲ)は

サンスクリット語で「赤い花」の音写で、
法華経では「天上の花」とも言われている
有毒な球根を利用してモグラ除けとし

て畑の畦などに植えたという説もある。
ヒガンバナ科ヒガンバナ属 多年草

原産地は中国大陸 日本列島全域で生育

彼
岸
に
咲
く
か
ら
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

今
年
も
し
っ
か
り
と
お
彼
岸
に
開
花

2021年 9月25日

資源ゴミ回収協力のお願い
１９地区区長会では下記の日程で資源ゴミの回収

を行います。収益金については全額八俣小学校に寄
付し、児童の健全育成のために役立てられます。

日程 令和３年11月７日(日)午前９時～
事前に各行政区単位で集荷を致します
当日、各行政区役員さんにより八俣小グランドに持
ち込みます。 各家庭へは回覧板にて周知、連絡
致します。
なお、当日は、コロナ対策もよろしくお願いします。
回収するもの ダンボール・新聞紙・雑誌

アルミ缶・スチール缶
(分別しなくても大丈夫です)

ご協力よろしくお願いします
古河市第１９地区・区長会 ＆ 八俣小学校

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
「
新
春
ふ
き
の
芽
一
座
公
演
・

住
民
オ
ン
ス
テｰ
ジ
」
の
開
催
は
中
止
に

金
メ
ダ
ル
の
よ
う
に

光
り
輝
く
中
秋
の
名
月

９
月

日

時
６
分
、
雲
の
切

21

19

れ
目
か
ら
光
り
輝
く
満
月
が
姿
を

現
し
た
。(

写
真
左)

平
成

年
以

25

来
８
年
ぶ
り
の
中
秋
の
名
月
と
あ

っ
て
感
無
量
の
想
い
で
眺
め
た
。

中
秋
と
は
秋
の
真
ん
中
を
指
し

中
秋
と
満
月
が
重
な
る
と
は
限
ら

ず
今
年
は
８
年
振
り
の
貴
重
な
名

月
鑑
賞
の
機
会
で
あ
っ
た
。

八俣小学校区では１００歳以上 ２人

９月２０日は敬老の日。八俣小学校区でも長寿と高齢化は
着実に進んでいる。(令和３年８月１日現在)
１００歳以上の方は男性 ２人(長左ェ門・東山田)
６５歳以上の方は ２,７８６人

男性 １,３２３人
女性 １,４６３人

古河市全域では６５歳以上の方は全体の28.71％
三和地区の９０歳～９９歳は４８７人

男性 １２４人
女性 ３６３人

※高齢になると女性が多くなっていることが分かります。
茨城県全体では６５歳以上の方は30.4％で
過去最多の853,716人となっている。 Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査(

自
費
診
療)

の

検
査
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す

古
河
市

古河市健康づくり課
〒３０６－００４４
古河市新久田271－1

クリーンアイ



本
誌
５
月
号
「
季
節
の
花
」
で
掲
載
し

「
毎
年
友
人
か
ら
予
約
済
み
だ
」
と

猛
暑
が
続
く
、
８
月

日
。
小
立
野
第

早
朝
の
作
業
で
あ
っ
た
が
、
流
れ

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
と
あ
っ
て
人
数

た
山
田
行
政
区
の
関
根
文
枝
さ
ん
か
ら
採

話
し
て
く
れ
た
意
味
が
分
か
っ
た
。

28

二
行
政
区
の
役
員
さ
ん
が
二
学
期
が
始
ま

落
ち
る
汗
と
ホ
コ
リ
に
ま
み
れ
て
奮

を
絞
っ
て
の
作
業
と
な
っ
た
。

れ
た
て
の
葡
萄
「
藤
稔
」
が
９
月

日
に

自
宅
の
庭
に
設
置
し
た
ハ
ウ
ス(

写
真

10

る
小
学
生
の
た
め
に
通
学
路
の
除
草
作
業

闘
。
「
子
ど
も
達
の
た
め
だ
か
ら
」

見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗
に
な
っ
た
通
学

届
い
た
。
紫
黒
で
大
粒
の
葡
萄
に
ビ
ッ
ク

左
５
月

日
撮
影)

で
丹
精
込
め
て
育

16

を
行
っ
た
。

と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

路
に
感
謝
・
感
謝
！
。

リ
。
早
速
、
冷
蔵
庫
で
一
晩
冷
や
し
て
試

て
て
い
る
葡
萄
か
ら
は
文
枝
さ
ん
の

食
を
し
て
み
る
と
果
汁
が
た
っ
ぷ
り
で
と

温
か
い
思
い
も
伝
わ
っ
て
き
た
。

て
も
甘
く
て
酸
味
も
程
よ
く
人
気
の
秘
密

昭
和

年
に
神
奈
川
県
の
ぶ
ど
う

60

を
実
感

農
家
で
育
成
・
登
録
さ
れ
、
一
粒
が

し
た
ひ

と
て
も
大
き
く
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ

と
と
き

ン
ス
が
良
く
み
ず
み
ず
し
い
食
感
と

で
あ
っ

程
よ
い
し
ま
り
の
あ
る
肉
質
が
長
い

た
。

間
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

古
河
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
カ
ラ
ー
画
面
も
お
楽
し

み
下
さ
い
。
携
帯
か
ら
も
可
能
。

第２９５号

広告の掲載申し込及びお問い合わせは、ふきの芽会事務局員へ

ふ き の 芽２０２１年９月２５日

▲車が通ると歩けない程生え茂った雑草

▲水分を補給しながらの除草作業お疲れ様

▲見違える程ピカピカになった通学路

二
学
期
の
始
ま
り
へ
準
備
Ｏ
Ｋ

小
立
野
第
二
行
政
区

実
り
の
秋
、
藤
稔(

ふ
じ
み
の
り)

が
届
き
ま
し
た

新しいＱＲコード

古河市の新型コロナワクチンの接種状況(令和3年9月20日現在)
令和3年7月26日集計より、接種可能年齢の12歳以上の古河市民を対象とした集計といたします。
12歳以上の古河市民 約130,000人

1回目接種済み者数(1回目接種率) ２回目接種済み者数(2回目接種率)

８４,７１８人 (６５．１７％) ６６,４９４人 (５１．１５％)

※なお、古河市ではＨＰで一週間を目途に情報の更新を行っています。

水害の自助につながる事前対策
私たちは八俣地区の防火・防災・減災を担当する23分団です。本紙において、

自然災害に最も効果的な対策は事前対策であることを述べておりますので、今
回は具体的に身近でできる「水害の自助」につながる事前対策を述べます。

■水害／予測可能（誰が何をするのか決めておく）

・気象、河川情報に留意（TV等で大雨の状況を把握する）

・浸水エリアの事前把握（どこが浸水するか）

・避難場所の把握（どこに逃げればよいか）

・持出品の準備（何を持ち出して避難するか）

・早めの率先避難（高齢者の避難時のサポートを）

自然災害に対し、後手の対策は効果が薄く、被害を拡大させてしまうことがあ
ります。前述の身近でできる事前対策が、皆様の命を守ることにつながりますの
で、自助の事前対策・行動をお願いします。
私たち消防団も、自然災害に対する事前対策、および災害発生時の減災活動

を自助・共助を念頭に、協働する所存ですので、今後もご協力のほど、宜しくお願
い致します。
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ひばりくん防犯メール【子供・女性対象の犯罪、声かけ、不審者情報】
◆一昨日の午前中、古河市下大野８４５番地１先路上において、自転車で走行していた女
子中学生１名が、自転車に乗っていた男性にすれ違いざま「殺すぞ」と言われ、追いか
けられる事案が発生しました。
夕方にも同じ場所を通った上記女子中学生が同じ男に声をかけられています。

◆男性の特徴は
・服装（上）黒色Ｔシャツ（下）ベージュ色スラックス・年齢５０歳くらい

≪貨物車の盗難被害が発生！≫
◆９月２４日夜半から本日昼過ぎまでの間，古河市長谷町地内の駐車場において，完全
施錠で駐車中の貨物車（ハイエース）が盗まれる被害が発生しました。

◆茨城県内では，自動車の盗難被害が多発しており，そのほとんどがドアロ
ックしていたのにもかかわらず盗まれています。

◆ドアロックの他に，ハンドルにバー型の鍵を取り付けるなど，二重三重の防
犯対策をお願いいたします。

◆不審者を見かけた際は，古河警察署≪０２８０－３０－０１１０≫まで
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